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【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
外部評価項目

 1 ～  10

11

 12 ～ 16

17 ～ 23

所　　在　　地

サービス種別
定　 員　 等

■

1493100281

事業者は京浜急行線、横浜市地下鉄「上大岡」駅から徒歩10分。近隣には、大型
スーパーマーケットが2店舗あり、郵便局やビジネスホテル、保育園、小学校、病
院など様々な社会資源があります。建物は可愛らしい外観でお洒落な雰囲気の木造
鉄骨造り3階建てです。1階は小規模多機能居宅介護事業所が併設され、2、3階がグ
ループホームです。地域密着に注力しており、管理者は兼務です。
＜優れている点＞
入居者が楽しみにしている毎日の食事は、味噌汁にもこだわり、職員が時間をかけ
て調理し、管理者や職員も一緒のテーブルで食べています。隣りのキッズガーデン
の園児が月に一度来訪し、様々な出し物をしてくれます。園児たちに敷地内の花壇
を提供し、野菜や花を育ててもらい毎日の水やりの姿を見るのが利用者の楽しみと
なっています。入居者が外で見守りをするなど近隣住民とも地域交流を図っていま
す。管理者が講師役となって社内研修を毎月のように行い、職員を育成していま
す。実務者研修と初任者研修は法人内において無料で取得できます。また認知症専
門研修会4日間（ユマニチュード)も法人全ての事業所で順番に受講の機会がありま
す。
＜工夫点＞
創業者の思い「企業理念＆介護理念」を1枚のクレドカードとし、常に携帯して法
人全ての職員の行動指針としています。豊かな生活の実現と社会貢献を目標とし、
毎朝申し送り終了時に唱和しています。小規模多機能型居宅介護事業所の利用者と
交流しています。

認知症対応型共同生活介護

介護職員が明るい気持ちで出勤し笑って働ける職場を実践することで、入居者様も
自然と笑顔で生活出来ています。離職率低いです。駐車場内の花壇を近所の保育園
キッズガーデン様にお貸し大きなひまわりやさつまいもを収穫しています。保育園
の園児様が月に一度歌やダンス、ゲームして交流しています。入居者様ご家族様と
の信頼関係も深く共に共同生活をしている感じのアットホームさが特徴です。

神奈川県横浜市港南区最戸1-23-23

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 23 ～ 35

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 36 ～ 55

Ⅴ アウトカム項目 56 ～ 68

自己評価項目

Ⅰ 理念に基づく運営

）

定員　計

ﾕﾆｯﾄ数

 1 ～ 14

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 15 ～ 22

令和6年10月1日
評 価 結 果
市町村受理日

令和7年1月24日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

評価項目の領域

株式会社メディカルケアシステム
評  価  機  関
評 価 決 定 日

令和7年1月12日

グループホームちいさな手横浜こうなん
【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

2024（令和6）年度

自己評価及び外部評価結果

事業の開始年月日 平成27年12月1日 株式会社フィールズ
事 業 所 番 号

指 定 年 月 日 平成27年12月1日 251-0024 神奈川県藤沢市鵠沼橘1-2-7 藤沢トーセイビル３階
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56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 〇 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

 事業所名 グループホームちいさな手横浜こうなん

 ユニット名 2階

　Ⅴ　アウトカム項目
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グループホームちいさな手横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

創業者の思い「企業理念＆介護理念」を1枚
のクレドカードにまとめ、毎朝申し送りの終
了時に唱和しています。職員は常にカードを
携帯し、また管理者は職員の意識が自己成長
と社会貢献に繋がるよう日々意思疎通を心が
けています。

広い駐車場を保育園の避難場所や町内会神輿
の休憩所に提供しています。花壇のジャガイ
モやさつま芋など、季節を通じて園児たちが
花を育てており、利用者は水やりをする園児
の姿を外に出て椅子に座って見ています。ハ
ロウィンには全園児が来訪しています。

毎回町内会からは会長又は副会長、また利用
者家族も参加しています。地域包括支援セン
ター職員から座ったままできる体操イベント
への参加提案など会議では多くの情報をも
らっています。管理者は町の清掃美化「大岡
川の清掃」に参加し、地域貢献への活動に努
めています。

港南区介護支援課や地域包括支援センターな
どとは行政関係機関と運営状況や運営推進会
議の報告、認定調査の届け出などで連携して
います。大岡消防出張所へは避難訓練の報
告、また、近隣の居宅介護事業所とは密に情
報共有を図っています。

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

企業の理念が明記してあるクレドカー
ドを毎朝、申し送りの終了時に唱和し
ております。　日頃から管理者と職員
のコミュニケーションを大事にし、全
員が同じ方向性を持って行動できるよ
う努めております。

運営推進会議、キッズガーデンの園児
様が月に1度来所され、様々な催し物を
していただいております。　今後も町
内会の盆踊り等に参加して参ります。

施設にある花壇をキッズガーデン様に
お貸しし綺麗に整備しており、近隣の
方々が足を止めて鑑賞されている姿を
多く拝見いたします。　当施設の入居
者様との交流もしていただき、認知症
に対する理解をいただいております。

運営推進会議には町内会長であり当施
設のオーナーの方が参加してくださ
り、多くの提案をしてくださいます。
また、家族の方からも多くの提案や協
力をいただいております。

港南区役所、包括支援センター、近隣
の居宅介護事業所と密に連携し、事業
所の内容を理解していただいておりま
す。　町内会にも所属し情報を共有す
るようにしております。

運営推進会議へ町内会の体育
指導員や青少年指導員、民生
委員などの参加が期待されま
す。

株式会社フィールズ



グループホームちいさな手横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象
となる具体的な行為を正しく理解するととも
に、身体的拘束等の適正化のための指針の整
備、定期的な委員会の開催及び従業者への研修
を実施し、緊急やむを得ない場合を除き、身体
的拘束等をしないケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

「身体拘束適正化の指針」や「身体拘束ゼロ
への手引き」を用いて、勤務に合わせ一週間
かけて全員参加の研修会を実施しています。
都合で不参加の職員には管理者から個別に資
料を渡し、不明点は必ず聞くように指導して
います。委員会メンバーは正規職員4名で議
事録は全職員へ回覧し共有しています。

新人職員には勤務初日に一日かけて研修を
行っています。管理者は朝出勤時に利用者の
身体に異常はないか本人と夜勤者に聞き、痣
などがあれば即家族に伝えています。職員が
噛まれた時などは「利用者じゃなくて良かっ
た」とまずは伝え、｢職員も入居者も守る。
放置はしない。」という姿勢です。

家族などの意見や要望は、直接電話で受けた
り面会時に聞いています。またショートメー
ルに返信する場合もあります。家族から、面
会に来られないからと、食欲や健康状態につ
いての問合せや、寿司や鰻などの昼食に外に
連れて行きたいとの事前確認の連絡などがあ
ります。職員間での専用グループラインで情
報共有を行っています。

厚生労働省「身体拘束ゼロ作戦推進会
議」の中にある「身体拘束ゼロへの手
引き」をもとに身体拘束をしない方向
で支援を行っております。　玄関の施
錠に関しましては、入居前にご家族に
確認了承を得た上でおこなっておりま
す。

虐待のニュースが後を絶ちませんが、
当施設では管理者、看護師、常勤社員
を中心に虐待撲滅に努めております。
虐待に成り得る事例検討を行い、日々
の支援につなげております。

入居者様の中に成年後見人を活用され
ている方がおり、その成年後見人の方
から様々な情報をいただいておりま
す。　また、成年後見人制度の研修に
も参加しております。

契約前には入居相談、実態調査を綿密
に行い、契約時には十分な説明を行う
為に２時間前後の時間をかけておりま
す。　また、質疑応答にはしっかりと
お答えし、納得された上で契約の締結
とさせていただいております。

契約書、重要事項説明書に港南区役所
窓口、国保連窓口等のお問合せ電話番
号を記載し、いつでも問い合わせがで
きることをご家族にお伝えしてありま
す。　また、面会にいらっしゃった時
にご家族と話し合える時間を作り、運
営の向上に努めております。

株式会社フィールズ



グループホームちいさな手横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

管理者はその日出勤した職員に必ず声をか
け、職員の体調を気づかい、意見を引き出し
スピード感ある対応を心がけています。年1
回全職員と個別面談を行い、法人へ報告し、
昇給などの評価をしています。職員提案で回
転寿司へ利用者を連れていったことがあり、
リスクに気づき見直しています。

管理者は、利用者が笑顔で過ごせる施設にす
ることを一番に考えています。その為には職
員のストレスをなくすことが大切で、その日
にあった事を一人で悩まず、誰かに話をして
から帰ることとし、職員は実践しています。
上位資格を目指し永く働くことに期待してい
ます。

管理者が講師となり、毎月全員参加で社内研
修を実施して職員を育成しています。実務者
研修と初任者研修は法人内で受講することが
出来、職員は負担なしで取得することができ
ます。認知症特別研修会4日間（ユマニ
チュード)も法人全施設対象で、順番に受講
の機会があります。

入居される前にご本人様の経歴や生活
歴について職員で情報共有をし、会話
の中でも安心して要望や不安事項を打
ち明けられるような関係性を作ること
に努めております。

定期的に職員の方々と面談を行ってお
りますし、日頃からコミュニケーショ
ンを多くとり、意見や提案がしやすい
環境整備をしております。

個々の能力に応じて研修期間を調整し
たり、個々の特技を尊重することによ
り、現場の支援へ活かせるような環境
作りを行っております。

社内研修を行うとともに、管理者自ら
が現場にて指導を行うこともありま
す。　また、包括支援センターなどか
ら来る研修会には積極的に参加してい
ただくよう働きかけております。

港南区、南区内にある同業者の方々と
交流を持ち、情報の共有を行っており
ます。　小規模多機能ホームが併設し
ておりますので、居宅介護事業所、訪
問看護とも連携しております。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

併設の小規模多機能型居宅介護事業所の利用
者を招いたり、地域の友人や知人、園児など
とも防災訓練や夏祭りなどで交流していま
す。花苗や野菜、果物の差し入れもあり、絵
が得意な利用者がお礼に手作り絵はがきを
送ったりしています。

ご家族が困っていることに関して、施
設と一緒に考え解決できるような関係
性作りを行っております。　また、普
段からのコミュニケーションを大事に
しており、何でも相談しあえる関係性
構築に努めております。

なるべく多くの情報をいただき、管理
者、介護支援専門員、看護師、職員全
員で話し合い、統一した支援を行うこ
とで、安心してサービスを利用できる
環境を作る努力をしております。

職員もご入居者様も共同生活をしてい
る家族としての認識を持っていただい
ております。　何でも話し合え、相談
し合える関係性、また、楽しい事も一
緒に共有できるよう努めております。

ご家族の要望だけでなく、ご入居者様
からの意見をお伝えし、双方が納得で
きる支援をしていくことにより、良い
関係性の構築に努めております。

近隣の方々やご友人の方々には積極的
に来所していただけるよう呼び掛けて
おります。　また、小規模多機能ホー
ムと併設しておりますので、身寄りの
無い方へ友人作りの場として活用もし
ていただいております。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

入居時に本人、家族から生い立ちや暮らし方
の希望などを聞いています。湯茶を何にする
か、服はどれを着るか毎日の小さな希望を積
み重ねています。目を合わせながら同じ視線
で話をし、どうしたいのか利用者の意向の把
握に努めています。

入居前のヒアリング、入居後のご家族
との会話の中で生活歴や趣味等の情報
をいただき、継続して行えるよう支援
しております。

健康管理表、In-Out表、個人記録を書
くことにより、職員全員が個々の状態
を把握できるような環境を作っており
ます。

日頃のレクリエーションや家事手伝い
を数名の方々と一緒に行っていただく
ことにより、連帯感や一体感を感じて
いただいております。　ひとつの大き
な家族として認識していただいており
ます。

契約が終了したご家族様が来てくださ
り嬉しく思います。　また、当施設か
ら他施設へ移転される場合も移転先と
の連絡を密にし、安心して移れるよう
にして参ります。

今まで行っていた趣味や生活習慣を尊
重し、出来るだけ継続して行えるよう
な支援をしております。絵を描く趣味
の継続、習字の練習や折り鶴の折り方
を忘れない等支援しています。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

利用者、家族の同意を得て全員が協力医療機
関をかかりつけ医とし、月2回の訪問診療を
受診しています。緊急時に備えて協力医療機
関は24時間対応可能となっています。専門医
の通院介助は家族同行の受診となっています
が不可能な時は職員が代行しています。

本人、家族の意向を来訪時や電話で確認して
います。職員全体でアセスメントし、医療関
係者と意見を出し合い、利用者の望む生活が
出来るようにケアプランを作成しています。
出来たケアプランは家族の承認を得てから発
行し、職員間で共有しています。

定期的にフロアー会議を行ったり、モ
ニタリングを行ったりすることによ
り、チームケアができるような環境整
備を行っております。　それにより、
個々のADLや要望に応じた支援、介護計
画を作成するようにしております。

個人記録と申し送りノートの活用によ
り、全員が同じ情報を共有し、統一し
たチームケアを行えるようにしており
ます。　また、変化や気付きに関して
も情報共有をし介護計画の見直しに活
かしております。

ご入居者様やご家族から前例のない要
望等があった時に直ぐに管理者、介護
支援専門員に連絡相談をし、どのよう
な支援をするか、どのように解決する
か等の話し合いを行い、最善の対応が
できるように努めております。

町内会の所属することにより、町内会
での催し物に参加することにより、安
全かつ豊かな暮らしを楽しむことがで
きるよう支援しております。

かかりつけ医の保土ヶ谷北クリニック
が定期的に往診に来てくださるので、
ご本人様が納得するまで説明し、良好
な関係性が築けるようにしておりま
す。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

入居時に看取りの指針についての説明をして
います。実際に看取りに入る際は、確認書を
取り交わし、家族、医療関係者、職員が連携
して方針を共有し支援をしています。職員は
看取りの研修を受け、最善の方法で最期を迎
えられるよう支援をしています。

年2回、夜間を想定した総合避難訓練を利用
者と一緒に行っています。事業所の広い駐車
場は災害時に地域の避難場所となり、炊き出
しが予定されています。来年度は町内会の避
難訓練に参加予定です。業務継続計画書を作
成し、研修を行っています。

当施設は看取りまで行っております。
入居契約時に看取りの指針をいただ
き、看取りに入る際には看取りの契約
を行います。　施設全体でチームケア
をしながら看取りに入って参ります。

看護師を中心に緊急時の研修を行った
り、緊急時の連絡系統をしっかりと周
知することにより万全の体制がとれる
よう努めております。

建物の耐震強度からして、火災以外の
災害時には施設内に留まるよう消防署
からの指導がきております。　倉庫に
は備蓄があり、４日程の方々が食事と
水分が摂取できる体制をとっておりま
す。

看護師が週3日～4日勤務しております
ので、より専門的に内容の濃い対応が
できています。

管理者、看護師ができるだけ多くの情
報を入院先に提供をし、退院時にはム
ンテラを行ったりと医療機関との協働
を行っております。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

食材とレシピは業者に委託し、職員が味付け
に工夫をして調理をしています。利用者と職
員は同じテーブルで同じものを楽しく食べて
います。畑で栽培した野菜が食卓を賑わすこ
ともあります。季節ごとの特別の食事や誕生
会の手作りケーキも楽しんでいます。

入職時に新人用マニュアルで接遇やプライバ
シーに関する研修を行っています。羞恥心に
配慮し排泄時や入浴時にはドアやカーテンの
開閉、言葉かけなどで人格を傷つけることの
ないように努め、利用者が不快な思いをせず
に過ごせるよう配慮しています。

尊厳やプライバシーの確保をする為に
職員一人一人がしっかりとした声かけ
ができるように指導しております。

全てにおいてご入居者様の自己決定を
尊重するように声掛けをしておりま
す。　希望や要望に関しても職員全員
で話し合い、出来るだけ実現できるよ
うに努めております。

毎日の健康チェックや体操、散歩など
個々の意思決定を最優先にして支援し
ております。

オシャレや身だしなみができるような
支援は普段から行っております。　定
期的に訪問理美容に来ていただいても
おります。

個々の好みに合わせたり、食事量など
もしっかりと把握した上で、全員で楽
しく食事ができるようなテーブルの配
置にも気を配って支援しております。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

トイレでの排泄を基本としています。同性介
助に努め、立位保持が困難でも立つことので
きる利用者は2人介助でトイレ誘導をしてい
ます。利用者の残存能力を見極め、立ち上が
り動作や下衣の着脱の介助などは自立に向け
た支援をしています。

週2回は入浴をしています。全員が浴槽に入
り1対1のコミュニケーションの時間を大切に
しています。寛いだ気分の中で普段は話さな
いことを聞くことがあります。浴槽の湯は利
用者ごとに取り替え、全員が一番風呂を楽し
んでゆったりとした時間を過ごしています。

毎食後の口腔ケアの支援、週に１回の
訪問歯科の指導のもと、口腔状態を良
好に保てるように支援しております。

Ｉｎ－Ｏｕｔ表の記録から個々の排泄
パターンを把握し、トイレの声掛けを
することにより失敗を減らせるような
支援をしております。この状態を継続
していけるよう支援して参ります。

毎日の排便チェック、看護師、訪問医
師と連携をし、把握に努めておりま
す。　水分摂取や食事による予防、改
善のアドバイスもいただいておりま
す。ヨーグルトやバナナを各自購入し
ていただき予防に努めています。

一対一の個別入浴対応により、ご入居
者様と職員がより一層親密になれる機
会なので、なるべくご本人様の意思を
尊重して、ご自身で入浴の曜日や時間
を決定していただけるようにしており
ます。

Ｉｎ－Ｏｕｔ表を個々で記録すること
により、毎日の水分食事摂取量、排泄
状況をしっかりと把握し、栄養が偏ら
ないように支援をしております。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

駐車場の花壇で日光浴をしたり、週2回ほど
散歩をしています。車いすの利用者は職員と
一緒に近くのスーパーマーケットへ買い物に
行くことがあります。こいのぼりや花見に車
で行くこともあります。数名の利用者は家族
の協力を得て外出をしています。

昼食後の休息や毎日の生活パターンを
把握することにより、安眠できる支援
を行っております。　また、昼夜逆転
しないようにお声掛けもさせていただ
いております。足の浮腫予防に1時間位
足の挙上の声掛けをしています。

ご自身が服薬している薬についての説
明を求められた際には、納得されるま
で懇切丁寧に説明させていただいてお
ります。　また、服薬の目的について
もしっかりと説明しております。

今までの生活歴、趣味、役割、嗜好
品、楽しみなど、ご家族からの情報を
もとに継続的に行えるよう、出来る限
り支援をしております。

天気の良い日は外に出ていただけるよ
う支援しております。　天気の悪い日
には、2階、3階を行き来しています。
ご家族様に月に2回位外出もお願いしス
トレスの無いよう支援しています。

移動パン屋さんが駐車場に月に2回来て
くださる時にお金を支払いお釣りのや
り取りを支援しています。
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グループホームちいさな手横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

ほとんどの利用者は掃除の行き届いた陽当り
の良いフロアで1日を過ごしています。職員
と一緒に制作している季節感のある貼り絵な
どは1ヶ月ごとに作り変えています。ソ
ファーや一人がけの椅子を置き、仲良し同士
が寛いだり、一人になりたい時に過ごしたり
するスペースがあります。

クローゼット、エアコン、ベッド、寝具が備
え付けです。思い出のある使い慣れたものを
置き、在宅で暮らしていた時に近い環境にな
るように家族と共に配置を決めています。環
境の変化によるダメージを軽減し、安心して
暮らせるようにしています。

電話や手紙の要望があった場合には適
宜対応しておりますが、交通機関から
の利便性により毎日のように誰かしら
のご家族が面会にいらっしゃいますの
で、電話や手紙の要望が少ないのが現
実です。

建物の構造上、光が多く入る造りと
なっており、電気を点けなくてもあか
るく適切な明るさの空間になっており
ます。　全ての空間がアットホームな
造りになっておりますので、ご入居者
様も居心地良く住まわれております。

リビングルームにはテーブルの他にソ
ファーがあり、独りになれる空間が
あったり、気の合うご入居者様同士で
過ごされることもできるようになって
おります。

ご家族と相談した上で、ご自宅で使用
されていた家具や電化製品をお持ちい
ただき、ご自分の居室として居心地の
良い空間を作ることができるよう支援
しております。

個々の出来る事、出来ない事を職員全
員が把握した上で安全で自立した生活
を行えるようサポートしております。
また、転倒事故などが起きないよう全
ての場所に手摺を設けております。
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56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 〇 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

 事業所名 グループホームちいさな手横浜こうなん

 ユニット名 3階

　Ⅴ　アウトカム項目

株式会社フィールズ



グループホームちいさな手横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

企業の理念が明記してあるクレドカー
ドを毎朝、申し送りの終了時に唱和し
ております。　日頃から管理者と職員
のコミュニケーションを大事にし、全
員が同じ方向性を持って行動できるよ
う努めております。

運営推進会議、キッズガーデンの園児
様が月に1度来所され、様々な催し物を
していただいております。　今後も町
内会の盆踊り等に参加して参ります。

施設にある花壇をキッズガーデン様に
お貸しし綺麗に整備しており、近隣の
方々が足を止めて鑑賞されている姿を
多く拝見いたします。　当施設の入居
者様との交流もしていただき、認知症
に対する理解をいただいております。

運営推進会議には町内会長であり当施
設のオーナーの方が参加してくださ
り、多くの提案をしてくださいます。
また、家族の方からも多くの提案や協
力をいただいております。

港南区役所、包括支援センター、近隣
の居宅介護事業所と密に連携し、事業
所の内容を理解していただいておりま
す。　町内会にも所属し情報を共有す
るようにしております。
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グループホームちいさな手横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

厚生労働省「身体拘束ゼロ作戦推進会
議」の中にある「身体拘束ゼロへの手
引き」をもとに身体拘束をしない方向
で支援を行っております。　玄関の施
錠に関しましては、入居前にご家族に
確認了承を得た上でおこなっておりま
す。

虐待のニュースが後を絶ちませんが、
当施設では管理者、看護師、常勤社員
を中心に虐待撲滅に努めております。
虐待に成り得る事例検討を行い、日々
の支援につなげております。

入居者様の中に成年後見人を活用され
ている方がおり、その成年後見人の方
から様々な情報をいただいておりま
す。　また、成年後見人制度の研修に
も参加しております。

契約前には入居相談、実態調査を綿密
に行い、契約時には十分な説明を行う
為に２時間前後の時間をかけておりま
す。　また、質疑応答にはしっかりと
お答えし、納得された上で契約の締結
とさせていただいております。

契約書、重要事項説明書に港南区役所
窓口、国保連窓口等のお問合せ電話番
号を記載し、いつでも問い合わせがで
きることをご家族にお伝えしてありま
す。　また、面会にいらっしゃった時
にご家族と話し合える時間を作り、運
営の向上に努めております。
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グループホームちいさな手横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

入居される前にご本人様の経歴や生活
歴について職員で情報共有をし、会話
の中でも安心して要望や不安事項を打
ち明けられるような関係性を作ること
に努めております。

定期的に職員の方々と面談を行ってお
りますし、日頃からコミュニケーショ
ンを多くとり、意見や提案がしやすい
環境整備をしております。

個々の能力に応じて研修期間を調整し
たり、個々の特技を尊重することによ
り、現場の支援へ活かせるような環境
作りを行っております。

社内研修を行うとともに、管理者自ら
が現場にて指導を行うこともありま
す。　また、包括支援センターなどか
ら来る研修会には積極的に参加してい
ただくよう働きかけております。

港南区、南区内にある同業者の方々と
交流を持ち、情報の共有を行っており
ます。　小規模多機能ホームが併設し
ておりますので、居宅介護事業所、訪
問看護とも連携しております。
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グループホームちいさな手横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

ご家族が困っていることに関して、施
設と一緒に考え解決できるような関係
性作りを行っております。　また、普
段からのコミュニケーションを大事に
しており、何でも相談しあえる関係性
構築に努めております。

なるべく多くの情報をいただき、管理
者、介護支援専門員、看護師、職員全
員で話し合い、統一した支援を行うこ
とで、安心してサービスを利用できる
環境を作る努力をしております。

職員もご入居者様も共同生活をしてい
る家族としての認識を持っていただい
ております。　何でも話し合え、相談
し合える関係性、また、楽しい事も一
緒に共有できるよう努めております。

ご家族の要望だけでなく、ご入居者様
からの意見をお伝えし、双方が納得で
きる支援をしていくことにより、良い
関係性の構築に努めております。

近隣の方々やご友人の方々には積極的
に来所していただけるよう呼び掛けて
おります。　また、小規模多機能ホー
ムと併設しておりますので、身寄りの
無い方へ友人作りの場として活用もし
ていただいております。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

入居前のヒアリング、入居後のご家族
との会話の中で生活歴や趣味等の情報
をいただき、継続して行えるよう支援
しております。

健康管理表、In-Out表、個人記録を書
くことにより、職員全員が個々の状態
を把握できるような環境を作っており
ます。

日頃のレクリエーションや家事手伝い
を数名の方々と一緒に行っていただく
ことにより、連帯感や一体感を感じて
いただいております。　ひとつの大き
な家族として認識していただいており
ます。

契約が終了したご家族様が来てくださ
り嬉しく思います。　また、当施設か
ら他施設へ移転される場合も移転先と
の連絡を密にし、安心して移れるよう
にして参ります。

今まで行っていた趣味や生活習慣を尊
重し、出来るだけ継続して行えるよう
な支援をしております。絵を描く趣味
の継続、習字の練習や折り鶴の折り方
を忘れない等支援しています。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

定期的にフロアー会議を行ったり、モ
ニタリングを行ったりすることによ
り、チームケアができるような環境整
備を行っております。　それにより、
個々のADLや要望に応じた支援、介護計
画を作成するようにしております。

個人記録と申し送りノートの活用によ
り、全員が同じ情報を共有し、統一し
たチームケアを行えるようにしており
ます。　また、変化や気付きに関して
も情報共有をし介護計画の見直しに活
かしております。

ご入居者様やご家族から前例のない要
望等があった時に直ぐに管理者、介護
支援専門員に連絡相談をし、どのよう
な支援をするか、どのように解決する
か等の話し合いを行い、最善の対応が
できるように努めております。

町内会の所属することにより、町内会
での催し物に参加することにより、安
全かつ豊かな暮らしを楽しむことがで
きるよう支援しております。

かかりつけ医の保土ヶ谷北クリニック
が定期的に往診に来てくださるので、
ご本人様が納得するまで説明し、良好
な関係性が築けるようにしておりま
す。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

当施設は看取りまで行っております。
入居契約時に看取りの指針をいただ
き、看取りに入る際には看取りの契約
を行います。　施設全体でチームケア
をしながら看取りに入って参ります。

看護師を中心に緊急時の研修を行った
り、緊急時の連絡系統をしっかりと周
知することにより万全の体制がとれる
よう努めております。

建物の耐震強度からして、火災以外の
災害時には施設内に留まるよう消防署
からの指導がきております。　倉庫に
は備蓄があり、４日程の方々が食事と
水分が摂取できる体制をとっておりま
す。

看護師が週3日～4日勤務しております
ので、より専門的に内容の濃い対応が
できています。

管理者、看護師ができるだけ多くの情
報を入院先に提供をし、退院時にはム
ンテラを行ったりと医療機関との協働
を行っております。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

尊厳やプライバシーの確保をする為に
職員一人一人がしっかりとした声かけ
ができるように指導しております。

全てにおいてご入居者様の自己決定を
尊重するように声掛けをしておりま
す。　希望や要望に関しても職員全員
で話し合い、出来るだけ実現できるよ
うに努めております。

毎日の健康チェックや体操、散歩など
個々の意思決定を最優先にして支援し
ております。

オシャレや身だしなみができるような
支援は普段から行っております。　定
期的に訪問理美容に来ていただいても
おります。

個々の好みに合わせたり、食事量など
もしっかりと把握した上で、全員で楽
しく食事ができるようなテーブルの配
置にも気を配って支援しております。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

毎食後の口腔ケアの支援、週に１回の
訪問歯科の指導のもと、口腔状態を良
好に保てるように支援しております。

Ｉｎ－Ｏｕｔ表の記録から個々の排泄
パターンを把握し、トイレの声掛けを
することにより失敗を減らせるような
支援をしております。この状態を継続
していけるよう支援して参ります。

毎日の排便チェック、看護師、訪問医
師と連携をし、把握に努めておりま
す。　水分摂取や食事による予防、改
善のアドバイスもいただいておりま
す。ヨーグルトやバナナを各自購入し
ていただき予防に努めています。

一対一の個別入浴対応により、ご入居
者様と職員がより一層親密になれる機
会なので、なるべくご本人様の意思を
尊重して、ご自身で入浴の曜日や時間
を決定していただけるようにしており
ます。

Ｉｎ－Ｏｕｔ表を個々で記録すること
により、毎日の水分食事摂取量、排泄
状況をしっかりと把握し、栄養が偏ら
ないように支援をしております。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

昼食後の休息や毎日の生活パターンを
把握することにより、安眠できる支援
を行っております。　また、昼夜逆転
しないようにお声掛けもさせていただ
いております。足の浮腫予防に1時間位
足の挙上の声掛けをしています。

ご自身が服薬している薬についての説
明を求められた際には、納得されるま
で懇切丁寧に説明させていただいてお
ります。　また、服薬の目的について
もしっかりと説明しております。

今までの生活歴、趣味、役割、嗜好
品、楽しみなど、ご家族からの情報を
もとに継続的に行えるよう、出来る限
り支援をしております。

天気の良い日は外に出ていただけるよ
う支援しております。　天気の悪い日
には、2階、3階を行き来しています。
ご家族様に月に2回位外出もお願いしス
トレスの無いよう支援しています。

移動パン屋さんが駐車場に月に2回来て
くださる時にお金を支払いお釣りのや
り取りを支援しています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

電話や手紙の要望があった場合には適
宜対応しておりますが、交通機関から
の利便性により毎日のように誰かしら
のご家族が面会にいらっしゃいますの
で、電話や手紙の要望が少ないのが現
実です。

建物の構造上、光が多く入る造りと
なっており、電気を点けなくてもあか
るく適切な明るさの空間になっており
ます。　全ての空間がアットホームな
造りになっておりますので、ご入居者
様も居心地良く住まわれております。

リビングルームにはテーブルの他にソ
ファーがあり、独りになれる空間が
あったり、気の合うご入居者様同士で
過ごされることもできるようになって
おります。

ご家族と相談した上で、ご自宅で使用
されていた家具や電化製品をお持ちい
ただき、ご自分の居室として居心地の
良い空間を作ることができるよう支援
しております。

個々の出来る事、出来ない事を職員全
員が把握した上で安全で自立した生活
を行えるようサポートしております。
また、転倒事故などが起きないよう全
ての場所に手摺を設けております。
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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1

外出支援（遠出計画）が出来ていない 計画し実行する レストランが送迎してくれる所を予約
しご家族様に了承を得て実行する。一
緒に参加もお願いする。 10ヶ月

2

運営推進会議の出席者を増やしていく 元ご利用者様ご家族様3名お願いする 地域包括ケアプラの方にも参加してい
ただき交流の機会を増やします

6ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月
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